
第１回熊本市小中学校キャリア教育懇談会

１ 開会                           13：30

２ 教育長挨拶                          13：35

３ 参加者自己紹介                         13：40

４ 事務局説明                          13：50
（１）キャリア教育をめぐる国の動向
（２）熊本市小中学校におけるキャリア教育の現状
（３）関係各課の取組
（４）企業の取組
（５）公益社団法人の取組

５ 懇談                                          14:15

６ 閉会、諸連絡                              15：25

熊本市総合ビジネス専門学校
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（１）キャリア教育をめぐる国の動向
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平成29・30年告示学習指導要領 総則において

• 「学ぶこと」と「将来」とのつながりを重視

• 社会的・職業的自立に必要な資質・能力の育成

• 学校の教育活動全体で実施

（１）キャリア教育をめぐる国の動向
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文科省「キャリア教育ガイドブック」

（１）キャリア教育をめぐる国の動向
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（２）熊本市小中学校におけるキャリア教育の現状

各校のキャリア教育担当者へのアンケート
133校/135校 回答

28%

72%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

作成しているが

見直しが不十分

作成している

①自校のキャリア教育の目標の具現化

を図る全体計画を作成していますか。 

8%

68%

24%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

どちらかといえば

あてはまらない

どちらかといえば

あてはまる

あてはまる

②キャリア教育を教育活動全体で行っている。 

5%
15%

59%
22%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あてはまらない

どちらかといえば

あてはまらない

どちらかといえば

あてはまる

あてはまる

③学年ごとに育成する資質・能力が明確化

 された年間指導計画が作成されている。 
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1%

11%

67%

21%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

あてはまらない

どちらかといえば

あてはまらない

どちらかといえば

あてはまる

あてはまる

④児童生徒の問題解決的な活動や体験的な

学習の時間が十分に確保されている。 

3%

32%

54%

11%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

役に立っていない

どちらかといえば

役に立っていない

どちらかといえば

役に立っている

役に立っている

⑤キャリア・パスポートは役に立っていると

思いますか。

2%

11%

55%

32%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行っていない

どちらかといえば

行っていない

どちらかといえば

行っている

行っている

⑥地域と連携は行っていますか 

17%

35%

35%

13%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

行っていない

どちらかといえば

行っていない

どちらかといえば

行っている

行っている

⑦企業や行政機関等と連携は行っていますか 

（２）熊本市小中学校におけるキャリア教育の現状
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1%

4%

11%

17%

26%

41%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

複数回答できず

年間指導計画の不十分さ

指導方法の不足

教員の共通理解不足

外部連携の難しさ

時間の確保

⑧キャリア教育を行う上での課題（複数回答可） 

（２）熊本市小中学校におけるキャリア教育の現状
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3%

20%

26%

42%

47%

53%

65%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

安全面への配慮

地域資源の把握不足

連携先の確保が難しい

教職員の負担感

継続的な連携が難しい

日程調整

⑨外部連携の課題

（２）熊本市小中学校におけるキャリア教育の現状
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30%

48%

50%

58%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

進路意識の向上

社会性・協働性の育成

自己肯定感・自己有用感の向上

生徒の自己理解の向上

⑪キャリア教育の成果として実感していること（複数回答可） 

1%
8%

21%
23%

34%
35%

41%
60%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

地域の中での所属感が高まった

あまり変化が見られない

学習意欲が向上した

自己肯定感・自己有用感が高まった

人との関わりに積極的になった

将来への見通しをもつようになった

働くことへの理解が深まった

地域への関心が高まった

⑩体験活動後に見られる児童生徒の変化（複数回答可） 

（２）熊本市小中学校におけるキャリア教育の現状
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4%

11%

24%

42%

62%

66%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

その他

研修の充実

カリキュラム開発支援

指導資料の提供

外部人材の紹介

人材バンクの提供

事例紹介

⑫教育委員会への要望について（複数回答可） 

（２）熊本市小中学校におけるキャリア教育の現状
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（３）関係各課の取組（指導課）
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（３）関係各課の取組（指導課）

１2

2020年度に大きく落ち込んだ後、
協力事業所数は着実に回復。
2025年度にはコロナ禍前の水準
にほぼ近づいている。
一方で、2019年度と比較すると
104事業所不足しているが、学
校が企業との継続的な確保がで
きるよう、企業団体協会等と連
携し、ナイストライに賛同でき
る企業をリスト化するなどの取
り組みを実施。



67%

30%

3%

0%

人や地域のために貢献することの

大切さを学んだ（生徒）

非常に思う

思う

あまり思わない

思わない

【成果】
・働くことの大変さとやりがいを実感責任感や達成感を体験的に学ぶことができた
・勤労観・職業観の形成将来の進路や職業について考える機会となった など

【課題】
・体験内容のさらなる充実 ・多様な業務や実践的な体験の希望 ・事業所間の体験格差への対応
・業務内容や仕事量の差 ・接客や交流活動ができる企業の増加 など

非常に思う

82%

思う

17%

あまり思わない

1% 思わない

0%

ナイストライでの体験は

充実していた（生徒）

非常に思う

思う

あまり思わない

思わない

（３）関係各課の取組（指導課）

〈生徒〉

・体験の充実感 98.6％

～記述より～

１3



68%

31%

1%
0%

ナイストライ体験は有意義だ

（企業側）

非常に思う

思う

あまり思わない

思わない

・体験の有意義さ 9９％

【課題】
・学校との連携、手続きなどの取扱いがわかりにくい部分があった。
・猛暑や荒天による熱中症・安全面への懸念
・業種によっては繁忙期と重なり受入れが困難
・事業所によって体験人数や活動内容の調整が必要

（３）関係各課の取組（指導課）

〈企業〉

【成果】
・事業所の仕事や役割を地域へ発信する機会となった。
・職員・従業員の成長と職場活性化
・生徒の真剣な態度や成長する姿を見ることができた。
・働くことの大切さややりがいを伝える機会となった。

〈教職員〉

【課題】

・学校間の日程重複、日程調整
・熱中症等の安全管理
・教職員の負担
・学校と企業の連携強化

【成果】

・生徒の成長を実感（礼儀、社会性等）
・勤労観・職業観の育成につながった
・生徒の興味関心に応じた体験が広がった

～抽出校による聞き取りより～
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～地域・企業とつながるキャリア教育～

１ 仕事学びWEBライブの実施
・企業や職業人の話をオンラインで学ぶ
キャリア教育プログラム 
・多様な仕事や働く人の思いに触れる
機会を提供
・アーカイブ動画や企業紹介コンテンツ
を継続的に活用可能

２ 地域・企業と学校をつなぐ取組
・北区は「集談会」を実施し、企業・地域
団体・学校関係者が連携 
・地域課題や教育活動について意見交換
・企業と学校の新たな連携事例を創出

（３）関係各課の取組（雇用対策課）
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（３）関係各課の取組（雇用対策課）

【成果】
・子どもたちが多様な職業に触れる機会
を提供
・ 地域・企業と学校の新たなネットワーク
づくりが進展

【課題】
・学校参加数の減少傾向
・学校間で活用状況に差がある 
・キャリア教育全体の中での位置付けが
十分共有されていない

～地域・企業とつながるキャリア教育～

生成AIにて作成
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（４）企業の取組（KAB）

KABこどもが主役プロジェクト

こどもたちの“やってみたい”と、地域や社会をつな
ぐKABが展開している教育連携×地域連携事業。
２０２５年から「Out of  KidZania  in  くまもと」な
どを展開。

KAB HPより
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（４）企業の取組（肥後銀行）

All熊本プロジェクト

金融経済教育
県内の産・官・学・金の関係
機関が一体となり、これから
の熊本県を担う高校生の金
融リテラシーの向上に貢献
すること等を目的とし、県内
全域の高校を対象に金融・
経済分野に係る出前授業
（無償）を実施。

熊本県HPより １8



（５）公益社団法人の取組（ジュニアアチーブメント）

スチューデント
シティ

本物の街を再現し、小
学校5年生が物や
サービスを「受ける
側」「受け取る側」を
交互に体験

ファイナンス
パーク

生活に必要とされる
お金について、大人の
立場で生活設計する
プログラム

ジュニアアチーブメントHPより 19
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